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平成 22 年 7 月 30 日 
DOWA ホールディングス株式会社 

 
業績予想の修正についての補足説明 

 
  最近の業績の動向等を踏まえ、平成 22 年 5 月 13 日に公表した、平成 23 年 3 月期 第２四半期累計

期間（平成 22 年 4 月 1 日～平成 22 年 9 月 30 日）の連結業績予想、および平成 23 年 3 月期 通期（平

成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日）の連結業績予想を下記のとおり修正します。 
 

記 
 

1. 連結業績予想数値の修正 
(1)第 2 四半期連結累計期間（平成 22 年 4 月 1 日～平成 22 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 前回予想(A)(5/13 公表) 160,000 8,000 8,000 4,000 
今回修正（B） 180,000 12,500 13,000 6,500 
増減額（B-A） 20,000 4,500 5,000 2,500 

増減率 +12.5％ +56.3％ +62.5％ +62.5％ 
(参考)前第 2 四半期累計実績 

（平成 22 年 3 月期第 2 四半期） 129,602 5,279 4,777 1,879 

 
(2)通期連結業績予想値の修正（平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 前回予想(A)(5/13 公表) 340,000 18,000 18,000 9,000 
今回修正（B） 360,000 22,500 23,000 11,500 
増減額（B-A） 20,000 4,500 5,000 2,500 

増減率 +5.9％ +25.0％ +27.8％ +27.8％ 
(参考)前期実績 

（平成 22 年 3 月期） 307,462 13,701 13,809 4,359 

 
 足許の状況は、自動車・IT 関連向けなどの需要が当初の想定以上に推移しており、また操業も順調

であります。これを受け上期は、環境・リサイクル、製錬、電子材料、金属加工、熱処理全ての事業

部門で前回予想を上回る利益を見込んでいます。一方下期については、エコカー減税などの政府の補

助政策の終了、欧米での景気後退、中国の景気減速などによる市況悪化の懸念があり、前回予想並み

の利益を計画しております。 
  
以上により、今年 5 月 13 日に公表致しました前回予想に比べ、中間期は、売上高が 200 億円増収

の 1,800 億円、営業利益が 45 億円増益の 125 億円、経常利益が 50 億円増益の 130 億円、当期純利
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益が 25 億円増益の 65 億円となり、通期は売上高が 200 億円増収の 3,600 億円、営業利益が 45 億円

増益の 225 億円、経常利益が 50 億円増益の 230 億円、当期純利益が 25 億円増益の 115 億円となる

見込みです。 
 

2. セグメント別業績予想（平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日） 
(1)第 2 四半期連結累計期間（平成 22 年 4 月 1 日～平成 22 年 9 月 30 日） 

                                                             単位：億円 

前回予想 今回修正       増       減 
 

売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益 

環境・リサイクル 360 12 10 380 12 12 +20 0 +2 
製         錬 830 16 18 870 44 52 +40 +28 +34 
電  子  材  料 260 28 30 330 38 39 +70 +10 +9 
金  属  加  工 340 24 23 360 28 28 +20 +4 +5 
熱    処    理 68 2 1 77 4 4 +9 +2 +3 
消  去  ほ  か △258 △2 △2 △217 △1 △5 +41 +1 △3 
   合    計 1,600 80 80 1,800 125 130 +200 +45 +50 

 
(2)通期連結業績予想値の修正（平成 22 年 4 月 1 日～平成 23 年 3 月 31 日） 

                                                             単位：億円 

前回予想 今回修正       増       減 
 

売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益 売上高 営業利益 経常利益 

環境・リサイクル 760 30 27 780 30 29 +20 0 +2 
製         錬 1,700 30 36 1,740 58 70 +40 +28 +34 
電  子  材  料 550 58 62 620 68 71 +70 +10 +9 
金  属  加  工 690 49 47 710 53 52 +20 +4 +5 
熱    処    理 142 10 8 151 12 11 +9 +2 +3 
消  去  ほ  か △442 3 0 △401 4 △3 +41 +1 △3 
   合    計 3,400 180 180 3,600 225 230 +200 +45 +50 

 

環境・リサイクル部門 
 廃棄物処理については、発生量が完全には回復していないなど厳しい市場の状況が続いていますが、

集荷品目の増加などを行い、処理量の拡大を図ってまいります。一方で家電リサイクル事業は、好調

を維持しており、通期での営業利益は前回予想通りの 30 億円となる見込みです。 
 
製錬部門 
 生産・販売量共に堅調に推移しており、第１四半期では想定以上の差量収益など一時的な要因によ

る増益がありました。現状の市況が推移する前提で、通期での営業利益は前回予想に比べ 28 億円増

益の 58 億円となる見込みです。 
 
電子材料部門 
 半導体、電子材料、機能材料事業で、ほぼ全ての製品が当初計画以上に販売を伸ばしています。中



 3 

でも銀粉は、今後太陽光発電向けに更なる拡販を計画しています。この結果、通期での営業利益は前

回予想に比べ 10 億円増益の 68 億円となる見込みです。 
 

金属加工部門 
  伸銅品、貴金属めっきの販売は、自動車関連・IT 関連共に計画を上回る水準で推移しています。 
一方エコカー減税の終了など自動車業界の先行きは不透明ですが、通期での営業利益は前回予想に比

べ 4 億円増益の 53 億円となる見込みです。 
 
熱処理部門 
  アジア、中国市場を中心とした、建設機械・産業機械向けの販売量が伸張しております。下期は自

動車関連の先行き需要の不透明感は依然残りますが、通期での営業利益は前回予想に比べ 2 億円増益

の 12 億円となる見込みです。 
 

以  上 


